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尾
瀬
沼
は
海
抜
五
千
四
百
九
拾
尺
、
福
島
県
と
群
馬
県
と
に
わ
た
り
、
東
は
栃
木
県
に
峰
を
連
ね
、
北
西
は

新
潟
県
及
利
根
水
源
に
接
し
て
い
る
。
今
日
も
な
お
三
十
年
前
と
同
じ
く
少
し
も
俗
化
せ
ず
、
真
に
自
然
の
仙

境
で
あ
る
。

　
冬
季
は
降
雪
甚
し
く
、
眼
前
咫
尺





を
弁
せ
ず
、
日
光
を
見
ざ
る
こ
と
五
日
以
上
に
至
る
こ
と
も
珍
し
か
ら
ず
、

従
っ
て
寒
気
甚
し
く
、
寒
暖
計
は
水
銀
柱
が
萎
縮
し
て
下
部
の
ガ
ラ
ス
球
の
中
に
そ
の
姿
を
没
し
て
し
ま
う
と

い
う
有
様
で
あ
る
。
針
葉
樹
に
あ
り
て
は
積
雪
二
尺
以
上
に
及
び
、
枝
も
幹
も
見
え
ず
、
闊
葉
樹
で
も
樹
枝
に

一
尺
か
ら
の
雪
が
積
る
。
一
度
烈
風
が
襲
来
す
る
と
、
雪
は
吹
き
捲
ら
れ
て
煙
の
如
く
渦
を
巻
い
て
昇
騰
し
、

面
を
向
く
べ
き
方
も
な
く
、
た
だ
そ
の
猛
威
に
慴

伏







す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
晴
天
の
日
と
な
れ
ば
、

連
山
の
針
葉
樹
を
包
む
白
雪
は
日
光
に
輝
い
て
、
美
観
壮
観
譬



う
る
に
言
葉
も
な
い
。
そ
れ
こ
そ
実
に
都
人
士

に
見
せ
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
人
と
し
て
登
山
す
る
者
の
な
い
の
は
遺
憾





で
あ
る
。
学
生
が
冬
の
中
に
ス
キ

ー
登
山
を
試
み
ん
と
し
て
問
合
す
向
き
も
あ
れ
ど
実
行
し
た
様
子
も
な
い
。
真
に
剛
健
質
実
の
気
象
を
養
成
し
、

自
然
の
霊
気
を
感
得
せ
ん
と
欲
す
る
人
は
途
中
救
助
小
屋
の
建
設
と
防
寒
具
の
用
意
も
あ
れ
ば
、
準
備
に
注
意

し
、
何
日
帰
京
な
ど
と
期
日
は
定
め
ず
し
て
登
山
し
て
も
ら
い
た
い
、
万
一
天
候
険
悪
の
時
に
は
数
日
滞
在
す

る
こ
と
も
あ
る
に
よ
り
、
家
族
の
人
に
不
安
の
念
を
起
さ
し
め
ざ
る
よ
う
に
注
意
す
る
を
肝
要
と
す
る
。

　
春
の
尾
瀬
沼
は
、
朝
日
の
光
に
雪
は
赤
金
光
色
と
輝
き
、
深
山
の
雪
も
し
め
り
が
ち
と
な
り
気
温
三
拾
度
に

昇
れ
ば
雨
の
模
様
と
な
り
、
白
霧
数
里
、
針
葉
樹
闊
葉
樹
白
樺
に
樹
氷
を
結
び
し
景
色
は
、
白
銀
の
花
と
い
う
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て
よ
か
ろ
う
か
、
山
人
ら
の
如
き
自
然
の
愛
好
者
は
、
針
葉
樹
及
闊
葉
樹
の
梢
の
少
部
分
が
直
立
し
、
一
円
に

霧
の
流
れ
る
朝
の
模
様
は
、
何
と
命
名
し
た
な
ら
ば
適
当
で
あ
ろ
う
か
。
狂
気
の
如
く
一
家
族
を
雪
庭
に
呼
集

め
、
そ
の
偉
観
壮
大
を
絶
叫
す
る
の
日
が
往
々
に
あ
る
。
雪
す
べ
り
雪
の
か
け
足
等
何
と
い
お
う
か
。
霞
棚
び

き
う
ら
ら
か
に
、
小
鳥
が
鳴
く
、
ふ
く
ろ
も
鳴
く
。
我
を
忘
れ
て
駆
り
出
す
雪

舟

に
乗
り
、
何
れ
の
山
に
登
る

に
も
氷
雪
に
て
自
由
自
在
、
さ
な
が
ら
天
国
の
遊
戯
と
も
い
い
得
べ
く
、
春
の
一
里
は
夏
の
二
里
よ
り
歩
行
に

や
す
し
。
鶯
の
声
を
聞
く
と
き
の
如
き
は
、
深
山
の
春
の
快
感
を
誰
に
も
味
わ
せ
た
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ
ぬ

こ
と
は
な
い
。
三
月
に
な
れ
ば
途
中
雪
な
だ
れ
の
恐





は
な
い
。

　
五
月
下
旬
よ
り
草
花
時
季
と
な
る
。
大
江
川
端
、
尾
瀬
沼
の
周
囲
、
水
バ
シ
ョ
ウ
の
白
花
満
地
と
な
る
、
雪

国
は
雪
色
の
花
よ
り
咲
き
初
め
る
の
感
じ
が
す
る
。
綿
ス
ゲ
雪
を
突
抜
い
て
咲
く
。
黄
色
花
、
紫
花
、
赤
花
、

一
々
草
花
の
名
称
は
略
す
。
尾
瀬
沼
よ
り
沼
山
峠
下
ま
で
延
長
拾
五
丁
、
甘
草
の
花
と
化
し
、
そ
の
内
セ
キ
シ

ョ
ウ
、
ア
ヤ
メ
の
満
開
は
、
山
人
の
如
き
拙





き
筆
に
て
は
書
き
尽
す
こ
と
は
な
ら
ぬ
。

　
尾
瀬
沼
の
落
口
燧

岳








の
麓
は
、
自
然
の
公
園
、
山
人
の
植
物
保
護
拝
借
地
で
あ
る
。
キ
ン
コ
ウ
カ
、
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
、
エ
ゾ
セ
キ
シ
ョ
ウ
、
サ
ハ
ラ
ン
等
、
他
は
略
す
。

　
植
物
保
護
に
付
一
言
す
。

　
愛
山
者
は
自
然
の
植
物
動
物
奇
岩
昆
虫
等
一
切
を
愛
護
し
、
枯
樹
一
本
で
も
取
り
捨
て
て
は
な
ら
ぬ
、
枯
樹

の
配
合
は
自
然
美
を
調
和
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
一
、
八
百
四
十
余
町
歩
風
致
保
護
林
　
福
島
県
分
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一
、
参
百
四
十
六
町
歩
事
業
制
限
地
　
群
馬
県
分

　
そ
の
外
に
植
物
保
護
の
た
め
に
要
所
要
所
に
借
地
し
て
あ
る
。
人
間
の
弱
点
好
奇
心
は
植
物
採
取
す
べ
か
ら

ず
と
掲
示
で
も
し
て
あ
れ
ば
採
り
た
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
山
を
愛
す
る
人
は
採
取
す
べ
か
ら
ず
で
あ
る
。
山

よ
り
掘
取
っ
た
植
物
が
温
度
の
違
う
地
に
移
植
出
来
得
べ
き
者
に
あ
ら
ず
。
移
植
と
蕃
殖
の
可
能
の
種
類
は
、

苗
圃
を
作
り
愛
好
者
に
分
譲
す
る
考
え
で
あ
る
。
自
然
は
我
ら
に
無
償
に
て
百
花
を
爛
漫






た
ら
し
め
、
芳
香
を

馥
郁






た
ら
し
む
る
こ
と
を
思
わ
ば
、
枝
葉
を
折
り
採
る
事
の
出
来
得
べ
き
は
ず
な
し
、
万
物
の
霊
長
た
る
資
格

を
標
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　
秋
と
な
れ
ば
樹
類
と
草
種
の
区
域
を
限
定
し
、
沼
面
の
水
草
よ
り
変
色
し
、
黄
色
と
赤
色
、
紫
色
と
種
々
の

草
の
秋
色
が
劃
然
と
し
て
い
る
、
そ
の
美
観
！

　
白
樺
の
紅
葉
は
全
山
一
方
里
位
、
燧
岳
の
紅
葉
は
匍
松






地
帯
よ
り
始
ま
り
、
赤
色
ナ
ナ
カ
マ
ド
針
葉
樹
内
に

混
色
し
、
熊
笹
の
沼
山
峠
の
近
傍
よ
り
大
江
川
尾
瀬
沼
の
附
近
、
三
平
峠
の
下
の
白
樺
帯
の
如
き
密
林
の
紅
黄

葉
は
、
到
底
日
光
、
湯
本
、
伊
香
保
、
榛
名
山
、
塩
原
、
十
和
田
、
碓
氷
峠
等
に
て
見
る
事
は
出
来
ぬ
。
尾
瀬

沼
は
他
に
例
の
な
い
紅
葉
と
草
色
の
紅
黄
を
取
り
交
ぜ
て
大
自
然
の
神
苑
で
あ
る
と
い
う
て
よ
ろ
し
い
と
思
う
。

　
た
だ
惜
む
ら
く
は
紅
葉
の
期
節
は
短
く
し
て
十
月
上
旬
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
尾
瀬
沼
保
護
に
つ
き
、
山
人
の
抱
負
の
一
端
を
披
瀝





す
る
も
敢
て
徒
労
で
は
あ
る
ま
い
。

　
尾
瀬
沼
は
如

何

に
し
て
保
存
す
べ
き
か
。
学
生
村
を
創
設
し
、
享
楽
場
と
し
て
自
然
を
有
意
義
に
利
用
せ
ん

と
す
る
企




は

学
生
村
設
立
趣
意
書
に
発
表
し
て
あ
る
。
尾
瀬
沼
は
現
在
の
儘
と
し
、
日
光
箱
根
等
の
如
く
俗
化
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さ
せ
た
く
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
登
山
者
に
交
通
の
便
を
計
る
た
め
林
道
の
作
成
に
尽
力
し
、
日
光
方
面

は
大
正
十
二
年
に
鬼
怒
沼
林
道
の
開
拓
を
見
、
こ
れ
よ
り
西
利
根
水
源
に
林
道
の
開
拓
を
企
図
し
、
新
潟
県
へ

交
渉
し
、
群
馬
県
沼
田
小
林
区
署
は
利
根
水
源
林
道
の
設
計
を
大
林
区
署
へ
提
出
せ
ら
る
。
新
潟
県
六
日
町
小

林
区
署
よ
り
も
同
じ
く
提
出
し
、
我
福
島
県
山
口
小
林
区
署
よ
り
も
ま
た
提
出
せ
り
。

　
新
潟
県
南
魚
沼
よ
り
一
線
、
北
魚
沼
よ
り
一
線
、
群
馬
県
利
根
水
源
へ
藤
原
よ
り
一
線
、
こ
の
三
線
の
林
道

を
開
拓
し
て
尾
瀬
原
へ
貫
通
し
、
尾
瀬
沼
に
至
り
、
鬼
怒
沼
へ
達
し
、
日
光
方
面
に
至
る
、
か
く
す
れ
ば
日
光

方
面
、
沼
田
方
面
、
会
津
方
面
と
皆
連
絡
あ
り
。
そ
の
他
の
支
線
は
徐
々
に
開
発
す
べ
く
、
先
ず
本
幹
と
な
る

べ
き
林
道
の
開
拓
に
急
進
し
、
要
所
要
所
に
無
料
宿
所
を
設
く
べ
く
、
尾
瀬
原
に
は
現
に
こ
れ
が
建
設
さ
れ
あ

り
て
学
生
ら
の
便
宜
と
な
れ
り
。
鬼
怒
沼
間
に
も
建
設
し
た
き
希
望
に
て
計
画
中
で
あ
る
、
尾
瀬
原
と
尾
瀬
沼

間
の
道
の
修
繕
も
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
赤
貧
の
山
人
苦
心
惨
憺
た
る
も
の
が
あ
る
。
十
四
年
に
は
学
生
村

の
遊
船
は
建
造
に
着
手
す
べ
し
。
水
利
権
問
題
に
て
は
訴
願
中
紛
擾
も
あ
り
、
群
馬
県
土
木
課
の
冷
淡
苛
酷
、

殆

ど

拾
年
間
も
自
力
に
て
修
繕
し
つ
つ
あ
る
情
態
に
て
容
易
の
業
で
は
な
い
。
し
か
も
ま
た
一
方
に
は
圧
迫
を

加
え
ん
と
す
る
愚
俗
も
あ
る
。
愛
山
者
は
と
も
に
こ
の
自
然
の
神
苑
を
叮
重
に
保
存
し
、
有
意
義
の
享
楽
場
た

ら
し
め
た
い
。
自
然
は
人
工
に
成
っ
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
破
壊
す
る
の
は
、
自
然
の
殺
人
者
と
も
称

す
べ
く
、
水
利
権
を
他
へ
移
転
せ
ば
多
少
の
価
は
得
ら
る
る
も
、
さ
す
れ
ば
山
人
は
自
然
の
逆
殺
者
と
な
る
也
。

　
こ
の
意
味
を
解
せ
ず
し
て
、
彼
是






と
目
先
の
利
に
熱
中
し
、
山
人
に
妨
碍






を
与
え
、
脅
迫
が
ま
し
き
言
を
弄



す
る
人
も
あ
れ
ど
、
ま
た
大
に
厚
意
を
寄
せ
て
援
助
せ
ら
る
愛
山
者
も
あ
る
に
依
り
、
心
強
く
感
じ
て
赤
裸
に
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て
微
力
を
傾
注
す
る
の
で
あ
る
。
明
治
廿
一
年
よ
り
開
発
に
着
眼
し
、
三
拾
六
年
の
星
霜
を
経
過
せ
り
。
そ
の

間
に
修
得
せ
る
感
想
と
体
験
と
は
不
日





世
に
告
白
す
る
こ
と
と
す
べ
し
。
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